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Pseudococcomyxa属は、他の多くの微細藻類と同様に、窒素栄養欠乏条件下で細胞内に
油脂を蓄積する．その結果、Pseudococcomyxa ellipsoidea Obi株（以降 Obi株とよぶ）で
は乾燥重量 あたり 30-40%程度の油脂を蓄積するが、Obi株と近縁な Pseudococcomyxa sp. 
KJ株（以降 KJ株と呼ぶ）では乾燥重量 あたり 50-60%程度の油脂を蓄積する．このよう
な油脂高生産株を大量培養してディーゼルあるいはジェット燃料を生産する研究が世界各
国で行われている．これが実用化される段階では、太陽光を利用した屋外での大量培養が
想定されている．この場合、利用できる光は昼夜で変動する． 
そこで、本研究では、単細胞性緑藻 Obi株において、明暗周期下（明期 12時間、暗期
12時間）における遺伝子発現の変化を RNA-seqにより解析し、油脂（トリアシルグリセロ
ール：以下 TAGと記す）代謝に関わる酵素遺伝子群の発現変動について調べた．脂肪酸の
新規合成は葉緑体内で行われるが、脂肪酸合成関連酵素遺伝子の発現は明期に高く、暗期
に低かったことから、脂肪酸の新規合成は昼間に活性化されると推測された．一方、小胞
体内でグリセロール 3リン酸と脂肪酸から TAGを合成する代謝経路の酵素遺伝子の発現は、
暗期に発現が上昇するものが多いが、発現量が明期・暗期を通してほぼ一定のものなども
あった．合成された TAGはオイルボディに蓄積されるが、一部は TAGリパーゼによって
分解される．TAGリパーゼについては、シロイヌナズナの油脂分解変異株から見つかった
sugar-dependent 1 （SDP1）と呼ばれる TAGリパーゼと類似の構造を持つ TAGリパーゼ
が Obi株および KJ株に存在することが知られている．Obi株の SDP1 TAGリパーゼをコ
ードする遺伝子の発現は、明期で上昇し、暗期で下降した．一方、ペルオキシゾーム内で
行われる脂肪酸の分解経路の酵素遺伝子の発現は、より複雑な変動を示した． 
 明暗周期下（明期 12時間、暗期 12時間）で Obi株及び KJ株を培養し、乾燥重量 、油
脂蓄積量、デンプン蓄積量を測定したところ、培養液あたりの乾燥重量は Obi株と KJ株と
もに明期に増加し、暗期に減少した．培養液あたりのデンプン蓄積量は、Obi株、KJ株と
もに明期に増加し、暗期に減少した．一方、培養液あたりの油脂蓄積量は、Obi株、KJ株
ともに、明期でも暗期でも増加していたが、明期の方が大きく増加し、また Obi株よりも
KJ株の方が明期、暗期ともに増加量が大きかった． 
SDP1 TAGリパーゼが欠損した Obi株および KJ株由来の変異株が分離されており、そ
れらは暗期における油脂分解がほとんど起こらなかった．そこで、Obi株および KJ株由来
の SDP1変異体における、培養液あたりの油脂蓄積量の昼夜における変動を調べた．Obi
株由来の SDP1変異株では、暗期に油脂蓄積量が増加し、昼夜を通しての油脂蓄積量も野
生株よりも高くなった．一方、KJ株由来の SDP1変異株では、暗期に油脂蓄積量が野生株
よりも増加する傾向は見られたが、明期の油脂蓄積量が減少し、昼夜を通しての油脂蓄積
量については野生株とほとんど差がなかった．これらの結果から、KJ株においては、SDP1 
TAGリパーゼに加え、明期に働くリパーゼの活性を抑制しなければ、昼夜を通しての油脂
蓄積量の増加につながらないことがわかった． 
